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〔要旨〕 野球における障害において，肩痛・肘痛と比較して腰痛に関する研究報告は多くはないが，競技
の継続性などに支障を来すなどの問題を有する．本研究では大学生野球選手の腰痛と自主練習内容との
関連性を検討した．平成 26 年度関西学生野球連盟所属の 6チームに質問紙を配布し，欠損のない 5チー
ム 372 名を対象とした．投手 38 名（34.5％），野手 81 名（30.9％）が腰痛を訴え，野手の自主バッティン
グ練習時間と腰痛との関連が認められた．この理由として，自主バッティング練習時のスイング動作で起
こる左右非対称性の体幹回旋運動を反復することが腰痛の原因となっている事が想定される．本研究は
自主練習内容に着目したことで，セルフケアという観点から腰痛改善及び予防啓発に寄与するものと考
えられる．

はじめに

野球は幅広い世代で人気のスポーツであり，競
技人口が多く，スポーツ障害を抱える選手も多い．
野球におけるスポーツ障害の種類としては，肩痛
や肘痛，腰痛が多く１），特異的に野球肘や野球肩な
どの名が冠せられている．最近は学童期における
障害の早期発見・予防が重要視され，1995 年に日
本臨床スポーツ医学会で出された「青少年の野球
障害に対する提言」２）をはじめとした様々な研究や
対策が進んでいる．
一方で，腰痛を含めた体幹部の障害発生割合に

着目すると，丸山ら３）は高校生野球選手の 48％に
背部から腰にかけて痛みがあったと報告してお
り，McFarland ら４）は大学生野球選手の 15％に体
幹部障害があったと述べている．このように野球
選手において腰痛を抱える人は少なくないことか
ら体幹部障害に対しての適切な評価・介入は重要
であると考えられるが，肩や肘の障害に関する研

究と比較すると野球選手の腰痛に関する研究は多
くないのが現状である．野球選手における腰痛は，
パフォーマンスの低下や選手寿命の短縮を招く５）

可能性がある．これらのことから野球において発
生する腰痛発生のメカニズムや予防に関する研究
が必要である．
スポーツにおける腰痛の原因として，脚長差６）な
ど解剖学的因子，柔軟性７）など身体機能因子，競技
特性８）やトレーニング強度９）など動作因子が報告さ
れている．これらのうち動作因子は，普段の練習
で行う動作と関連すると考えられるため，野球選
手における腰痛の原因を明らかにするためには，
練習内容に関する調査が必要である．大学野球と
いう競技環境の特徴としては，高校生以下と比較
して自主練習の時間・割合が増加することが挙げ
られる．これまで，高校生野球選手に対して日本
体育協会が行った調査１０）に代表されるように，練
習時間と障害発生との関連は明らかにされている
が，練習内容まで調査した研究は我々が渉猟した
範囲では認めない．自主練習は，各個人で時間や
内容を考えて取り組むものであり，個人差が大き＊ 京都大学大学院医学研究科人間健康科学系専攻
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図 1　実際に配布した質問紙

くなる．そのため，腰痛予防や改善をセルフケア
という観点から考えたときに，前述した解剖学的
因子や身体機能因子よりも自主練習内容に関連す
る動作因子の方が介入しやすいと考えられる．
よって，腰痛の 3つの因子の中でも動作因子に着
目し，特に選手個々の自主練習内容に着目した大
学生野球選手の腰痛に関する研究をすべきである
と考えた．
本研究の目的は，大学生野球選手における腰痛

発生に関連する自主練習内容を明らかにし，腰痛
発生の原因について検討することとした．

対象および方法

1．対象
平成 26 年度関西学生野球連盟に所属する 6

チームに対して質問紙を配布し，そのうち欠損の
ないデータを得られた 5チーム 372 名（19.8±1.3
歳）を対象とした．5チームの質問紙回収率は，
58.1％であった．なお，各チームの代表者に対して
文書及び口頭で本研究についての十分な説明を行
い，代表者が部員に対して文書及び口頭で説明を

行った．また，本研究は本学医の倫理委員会の承
認を受け実施している（受付番号：E2298 号）．
2．方法
1）調査形式および項目
選手に対し，無記名の質問紙調査を実施した．
実際に配布した質問紙を図 1に示す．基本属性と
して年齢，身長，体重，野球歴，投球側・打撃側
（右・左），ポジション（投手，野手），レギュラー
か否かを調査した．メインアウトカムとして 2014
年シーズン中（3月～8月）の腰痛発生の有無を調
査し，腰痛関連要因として一週間の全体練習（時
間・内容），一週間の自主練習（時間・内容）を調
査した．また，全体練習内容については，チーム
の代表者に聞き取り調査を行った．自主練習内容
については，守備練習・ピッチング練習・バッ
ティング練習・ウエイトトレーニング・体幹ト
レーニング・ランニング及び走り込み・その他の
7項目に分け，それぞれに対し一週間での実施時
間を各選手が質問紙中に記入した．
本研究においては腰痛の定義をHagen ら１１）が
用いた「触知可能な最下端の肋骨と殿溝の間の領
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表 1　腰痛の有無による基本属性比較

投手 野手

腰痛なし群
（mean±SD）

腰痛あり群
（mean±SD） p値 腰痛なし群

（mean±SD）
腰痛あり群
（mean±SD） p値

学年 2.1±1.1 2.5±1.0 0.078 2.2±1.1 2.2±1.1 0.723
年齢（歳） 19.6±1.3 20.4±1.3 0.006＊ 19.8±1.3 19.7±1.3 0.624
BMI（kg/m2） 23.8±1.5 23.5±1.9 0.433 23.6±1.7 24.2±1.9 0.011＊
野球歴（年） 11.5±2.3 11.7±2.9 0.645 11.4±2.3 12.1±2.0 0.016＊
全体練習頻度/週（日） 6.1±1.1 5.9±1.2 0.552 6.2±0.9 6.1±0.8 0.301
平均全体練習時間/日（分） 181.6±65.2 198.6±85.3 0.245 180.6±66.8 188.4±69.4 0.389
全体練習合計時間/週（分） 1271.4±456.1 1390.5±597.1 0.245 1264.5±467.5 1319.1±485.6 0.389
自主練習頻度/週（日） 4.8±2.5 4.4±2.7 0.431 5.0±2.4 5.4±2.1 0.243
平均自主練習時間/日（分） 20.8±30.2 15.3±14.8 0.298 18.4±23.6 19.4±20.3 0.754
自主練習合計時間/週（分） 145.3±211.4 107.2±103.6 0.298 128.9±165.0 135.5±141.8 0.754

レギュラーである 7（10%） 5（13.2%） 0.618 15（8.9%） 14（17.5%） 0.05
＊p＜0.05

域」を人体図で示し，この部位の痛みを腰痛とし
た．
2）解析方法
はじめに，全ての解析手順において投手と野手

を分けて行った．腰痛の有無による基本属性比較
は，対応のない t検定を用いて行った．そして，三
分位数により各自主練習時間をダミー変数化し，
練習時間の少ない順に少群，中群，多群の 3群に
群分けした．三分位をとれない自主練習項目は解
析から除外した．全ての解析において統計ソフト
SPSS を用いて，統計学的有意水準は 5％未満と
した．
①腰痛関連項目の抽出
カイ二乗検定を用いて，腰痛の有無による各自

主練習時間の違いを検討した．
②腰痛関連項目に対する検討
今シーズン中の腰痛の有無を従属変数としたロ

ジスティック回帰分析（強制投入法）を行った．
独立変数にはカイ二乗検定で関連要因として抽出
された自主練習項目（p＜0.10）を投入した．また，
調整変数として，BMI，野球歴，一週間の全体練
習頻度，一日の平均全体練習時間，一週間の自主
練習頻度，一日の平均自主練習時間，レギュラー
か否かを投入した．

結 果

解析対象とした 372 名のうち，投手は 110 名
（29.6％），野手は 262 名（70.4％）であった．投手
では 38 名（34.5％），野手では 81 名（30.9％）に腰
痛がみられた．対象者の腰痛の有無による基本属

性比較は表 1に示す．
1．腰痛関連項目の抽出（表 2）
投手と野手においてそれぞれ腰痛の有無による
各自主練習時間の差を比較した結果，全ての自主
練習項目において有意差は見られなかった．しか
し，最も有意な傾向を示す項目として野手におけ
る自主バッティング練習を腰痛関連項目とした
（p＝0.068）．そのため解析②（ロジスティック回帰
分析による腰痛関連項目に対する検討）では野手
に対してのみ解析を行った．
2．腰痛関連項目に対する検討（表 3）
解析①（カイ二乗検定による腰痛関連項目の抽
出）の結果から，独立変数に自主バッティング練
習時間の三分位数を投入したロジスティック回帰
分析を行った結果，リファレンスの自主バッティ
ング練習時間少群に対して自主バッティング練習
時間多群は，調整変数を加えた際にも腰痛発生に
対して有意に高いオッズ比を示した（オッズ比：
2.87，95％信頼区間：1.10―7.47，p＝0.031）．

考 察

本研究では，大学生野球選手の腰痛に関連する
因子について，自主練習内容に着目した調査を
行った．ロジスティック回帰分析の結果，野手に
おいて野球歴や全体練習時間など腰痛発生に関連
する因子で調整した際にも自主バッティング練習
を長時間行うことが腰痛発生に影響していること
が明らかとなった．
井形１２）は，スポーツ選手の腰痛発生においては，
画像診断の他に整形外科的メディカルチェックに
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表 2　腰痛の有無に関連する自主練習項目の検討

自主練習項目（投手） 腰痛なし（n＝72） 腰痛あり（n＝38） p値

ウエイトトレーニング 0.213
少群（0分/週） 35（48.6%） 12（31.6%）
中群（1～ 29分/週）  7（ 9.7%）  4（10.5%）
多群（30分以上/週） 30（41.7%） 22（57.9%）
体幹トレーニング 0.13
少群（0分/週） 28（38.9%） 11（28.9%）
中群（1～ 29分/週） 11（15.3%） 12（31.6%）
多群（30分以上/週） 33（45.8%） 15（39.5%）
ピッチング練習 0.664
少群（0分/週） 42（58.3%） 25（65.8%）
中群（1～ 19分/週）  3（ 4.2%）  2（ 5.3%）
多群（20分以上/週） 27（37.5%） 11（28.9%）
ランニング・走り込み 0.382
少群（0分/週） 26（36.1%） 13（34.2%）
中群（1～ 29分/週）  4（ 5.6%）  5（13.2%）
多群（30分以上/週） 42（58.3%） 20（52.6%）

自主練習項目（野手） 腰痛なし（n＝181） 腰痛あり（n＝81） p値

守備練習 0.377
少群（0分/週）  87（48.1%） 37（45.7%）
中群（1～ 29分/週）  20（11.0%） 14（17.3%）
多群（30分以上/週）  74（40.9%） 30（37.0%）
バッティング練習 0.068
少群（0～ 29分/週）  45（24.9%） 12（14.8%）
中群（30～59分/週）  55（30.4%） 21（25.9%）
多群（60分以上/週）  81（44.7%） 48（59.3%）
ウエイトトレーニング 0.632
少群（0分/週） 106（58.5%） 49（60.5%）
中群（1～ 19分/週）   9（ 5.0%）  6（ 7.4%）
多群（20分以上/週）  66（36.5%） 26（32.1%）
体幹トレーニング 0.944
少群（0分/週） 116（64.1%） 51（63.0%）
中群（1～ 9分/週）   3（ 1.7%）  1（ 1.2%）
多群（10分以上/週）  62（34.2%） 29（35.8%）

表 3　ロジスティック回帰分析

オッズ比 95%信頼区間 p値

バッティング練習
少群（0～ 29 分/週） ［1］Ref ［1］Ref －
中群（30 ～ 59 分/週） 1.49 0.55-3.99 0.431
多群（60 分以上/週） 2.87 1.10-7.47 0.031＊

BMI（kg/m2） 1.28 1.08-1.52 0.004＊
野球歴（年） 1.15 0.99-1.33 0.053
全体練習頻度（日/週） 0.79 0.55-1.12 0.189
平均全体練習時間（分/日） 1 0.99-1.01 0.347
自主練習頻度（日/週） 1.03 0.88-1.21 0.702
平均自主練習時間（分/日） 0.99 0.97-1.01 0.322
レギュラーか否か 2.24 0.92-5.44 0.075

＊p＜0.05

より筋力や柔軟性を測定し，その結果と疾病との
関連性を検討することは重要であると述べてい

る．しかし，実際にこのような包括的な調査が行
われている場面は少なく１３），その傾向については
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明らかではない．画像診断単独での検査を実施し
た際には，画像上の異常が認められないにも関わ
らず，腰痛に悩まされる選手は多い１４）といった報
告例から腰痛の定義をどこに設定するかで，野球
における腰痛発症割合は異なると考えられる．本
研究においては投手野手ともに 30％以上の高い
腰痛発生割合を示した．この割合は，対象は本研
究と同様に大学生野球選手であるものの，腰痛の
定義や評価方法が異なる既報４）と比較すると高い
割合である．ゆえに，腰痛の定義や評価方法の設
定が，野球に限らずスポーツ選手の腰痛研究を実
施する際の重要なポイントであると考えられる．
次に腰痛発生に関連する因子の検討に関して，

市川１５）は，野球における腰部障害は投球・打撃動
作時の体幹の回旋運動が繰り返されることに加
え，筋疲労や局所的な損傷が生じることが原因で
あると述べている．本研究では自主練習内容を一
週間の実施時間によって調査したため，自主バッ
ティング練習時間が長いことで体幹回旋運動の反
復回数が多くなり，これが腰痛に起因したと考え
ている．体幹回旋運動における腰痛発生の原因と
しては投打での体幹回旋運動時に非軸足側の股関
節内旋可動域の減少が挙げられる１６）．可動域の減
少は代償動作として骨盤・腰椎での過剰な回旋に
より腰椎部に力学的ストレスを生み，それが蓄積
して腰痛の要因となる．このことから体幹回旋運
動の詳細な動作分析も今後必要である．
本研究では，投手は野手と同程度の腰痛発生割

合だったにも関わらず，腰痛発生と自主練習内容
との関連はみられなかった．この一因として，投
手における投球動作中の体幹回旋可動域は 80.5
度という報告１７）があるように，最も腰椎の回旋運
動が大きいと考えられる投球動作は自主練習であ
まり行われていないためであると考えられる．実
際に，投手全体での平均自主ピッチング練習時間
は週に 18.7 分という結果であった．ゆえに，今回
調査していない筋力や可動域などの身体機能因子
や解剖学的因子が投手の腰痛発生に影響している
可能性が想定される．
全体練習と自主練習でのバッティング練習を比

較すると，全体練習ではフリーバッティングをは
じめ，全員で行うために限られた時間で限られた
回数のスイングを行う．一方，自主練習では素振
り・ティーバッティングなどを集中的に行うた
め，全体練習よりも時間あたりのスイングを行う

回数が増加し，体幹回旋運動の繰り返しによる腰
部へのストレス蓄積は自主練習時に顕著に起こさ
れ，そのため自主練習時間が腰痛に関連するとい
う結果になったと考える．
本研究の制約として，質問紙調査による横断的
研究であること，腰痛関連因子として解剖学的因
子や身体機能因子，投球動作や打撃動作を含めた
パフォーマンスの影響を考慮できていない点が挙
げられる．さらに，本研究では時間という尺度に
より自主練習内容を調査したのみであり，スイン
グ動作の種類・強度・回数などの詳細な動作と腰
痛発生との関連を検討するまでに至っていない．
スイング動作の評価には個人の打撃フォームを調
査する必要があり，身体機能などの測定も含めた
メディカルチェックを行うことが今後の課題であ
ると考える．さらに，情報収集が後ろ向きの質問
指標であり，自主練習内容のみに着目したことか
ら包括的な検討を経た関連因子の抽出ができてい
ない可能性がある．しかしながら，本研究を通し
て，自主練習前後の腰部ケアの重要性をスポーツ
現場に還元することは，セルフケアという観点か
ら腰痛改善及び予防啓発に非常に有意義であると
考える．さらに，これらの腰痛予防意識啓発の結
果，腰痛発生割合がどのように推移していくかを
縦断的に追跡研究していくことが，今後の課題で
ある．

結 語

本研究では大学生野球選手を対象にアンケート
調査を行い，腰痛発生と関連する自主練習項目に
ついて検討し，以下の結果を得た．
1．アンケートによって得られた腰痛発生割合は
投手で 34.5％，野手で 30.9％であった．
2．野手の自主バッティング練習が腰痛関連項目
として抽出され，腰痛関連因子で調整してもなお
腰痛発生と有意に関連していた．
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Examination of the relation between low back pain and individual
practice content of college baseball players

Tasaka, S.＊, Tashiro, Y.＊, Hotta, T.＊, Aoyama, T.＊

＊ Human Health Sciences, Graduate School of Medicine, Kyoto University

Key words: baseball, low back pain, individual practice content

〔Abstract〕 In baseball injuries, there are fewer studies on low back pain compared with shoulder and elbow
pain. The purpose of this study was to examine the relation between low back pain and the individual practice
content of college baseball players using an original questionnaire. Six teams belonging to the 2014 Kansai student
baseball league participated in this study. Finally, 372 responses from the players were analyzed, including 34.5％
from pitchers and 30.9％ from fielders who had suffered low back pain during the previous 6 months.
The individual batting practice time was associated with low back pain among fielders. It may be assumed that

repeated asymmetrical trunk rotation movements of the swing motions during individual batting practice caused
low back pain. Since this study focused on individual practice content, it is significant for improvement and aware-
ness of the prevention of low back pain from the viewpoint of self-care.


